
たい ぐう かし

支払うと L づ ]反扱し、(代金引換)を請求することができる。木喜

はこの代金引換の取扱いをする小荷物または貨物を受託したと

きに ， -(rIí送人に交付するもので， 代金引換小荷物切符 "1"片また

は代金引後貨物通知書PI"片のことである。本店は小荷物または

貨物のM!送引受 ・運賃料金のl収受等迎送契約の内容を夜明する

証拠出野lな らびに引換代金支払いのときの引放斑および支払百iE

I)~I~ の作Jl-J を有し ， 有価証券ではない。

木íHは術送人においては， 引後代金受領のときの引後mのほ

か，小荷物または貨物に対する託 1.代金日Il良iID' (小荷物)

送取消 . )è駅返送 ・ 着駅 ・ 厨先ま 2cm 8.!�cm 

たは初I受人変更 ・ 配達の訪求また 1一-' r一一一一ー

はl町I~ な らびに代金引換のllX i向 ・

引換代金の1:\"1綴または滅頒等の指

図を訂!3Rする鴻合の呈示用に使用

する。発似て・は， 着 駅から引換代

金の倣収通知1 (切符または通知的 E

rp )十の 2 )を受けたときは， 前送:
人に対して支払通知を発し， 初送

人から木J?を提出して引換代金の

支払請求があ ったときは，本部に

年月日 ・ 住所氏名の記入およびjl\1

印を求め， これと引換えに引換代

金支払いの手続をし， 本書は所管

苦手笠殻!に挺 tB ， 引後代金支払額の

調定の資料に供される。

な :tó荷送人が本書の紛失その他

の*IJI で，引j免代金支払L 、の際こ

世

.,t 

れを総 IHす るこ とができないときは， その弘!f旨をt己1依 した保証

~l(保証人Æ担)の提出を裂することにな っ ている。

2 代金引換統(貨物)
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(伊藤 孝)

たい ぐう かしきり 待遇貸切 国家功労者 ・ 外国使臣等待過

の必~ある場合に， 一般のt'E切扱と異なる五JH'(計 算方，すなわ

ち災際梁111 した人員に相当する旅客迎}:'( ・ 急行料金を収受して，

客車の全部または一部を専用に供する貸切のl民放をしづ。この

制度は大正 7 ・ 11 に定められたもので， その内容は戦前における

身分 ・ 資怖が戦後の今日においては通則しなくな っているので，

尖l擦には利用されていない。 (平林容三池)

たいこ う 対向 鉄道専門用語としては列車および転鰍総(て

んてっき)に関連してつぎの使用法がある。

l 対向転轍器 (英)facing poin t , (米)facing swi tch 列

車またl"tl\l両が転轍器の先端から極端(しょうたん)に向って進

行する 14j合， そ 対向転轍総

の転轍総を:t-t l均一一 ~こ旦卦
転鰍線といい， 一一一一一ーー了一ー

その列111 または一一← 4 f 
111両は松鰍官民に

S司~ .‘ 

対向すると し、う。 対 l'司紙撤~i):とは固有の名称ではなく，列車ま

たは車両が転鰍総に向って進行する方向によ っ て呼称されるも

のである。

2 対向列車 i昇級王Ii転区間において上下列車が行進いの関

係にあるとき， 一方の列車に対して他方の列11iを対l均列車と い

う場合と，上り 列車に対して下り 列車，下り列車に対して上り

列車をL、う場合とある。(平林伝蔵)

だいさんきじよう 第三軌条 (英)third rail 地下鉄道のよ

うに，かぎられたさ~rMI内に電車線路を設け， かつ保安上電車線

の 'íI.U王に低IEを使用し， しかも大電流を必裂とする大単位の列

車をÆII民する場合には，走行 il仇条より導電率 の 大 きい導軌条

(conducto ,' rai l ) を電車線として使用することが望 まし く ， こ

れを第三軌条と名付ける。帰線には走行軌条を使用する JJJ合と ，

べつに桝造 ・ 材質などま ったく第三軌条と 問ーの軌条， すなわ

ち第四軌条を布設する場合とがあり ， わが国では前者を採用 し

ている。

第三軌条の形状は T 型，双頭型， キ ースト γ型 (keystone

type) など節々あるが， 東京および大阪の地下鉄では T 型およ

び特殊 T 型を係汗j し ， 'llt圧はそれぞれ直流 600 V および 750V

で， 走行軌条朋ま 〈 ら木を数本ごとに長めのものを使用 して ，

これに l母子(がい し) を取付け，この碍子の上に第三軌条を布殺

して軌道の外川IJに布設する。また第三軌条は111阿の集'í1t，y，北(し

ゅうでんか)との接触聞が上にあるか， 下にあるか，燃にある

かにより上間接触式， 下 üiïj安触式および側間接触式に分類され

るが， 前記 2 つの地下鉄ではいずれも上而接触式を採用してい

る。(図)
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ジ 割イン ト

接続には， ① 縦目板で機械的

に ， かつポ γ ドで電気的に接続す

る方式 ② 継目板で後{滅的に接

統するとともに， これを軌条に溶 写真一2 エン ドア プローチ

接して電気的に接続する方式 ③ 軌条それ肉体を浴後する方

式の 3 倒飢があるが，前記 2 つの地下鉄では②または③の方式

によ っている。この場合磁道(ずいどう)内の温度変化による滋

軌条のやl'縦i を考慮し，数百 m おきに軌条を中断してすきまを設

ける。電気的接続はジャ γパ ーによ り ， またすべり板を設けて

集定靴の脱落を防ぐ。この装置をイクスパンショ ンジョイント

(expansion j oint) とし づ。 (写真1)

また上間後触式てe第三軌条を停車場においてm~草場の反対側

に布設する場合とか，曲線部において曲線の内側に布設する等

の場合には，第三軌条を中断するが，い ったん離れた集電靴が

ふたたひ1比条而上になめらかにすりあがるために 写兵ー2 に示

すよ うなエンドアプローチ (end approac h) と称する設備を施

す。中断された第三軌条の電気的接続は，地中に主II設したジャ

γパーケー プノレ (jumpe r cable) による。またわたり線箇所に

おけるように集711靴が第三軌条に対して斜めに離脱， あるいは
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